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とを見出した（Scheme 12-2）。また、この反応を利用して HMG-CoA 阻害剤の合成中間体である







第５章 Corey ラクトンのワンポット、152 分合成 






















up to 78% yield




















up to 90% yield
single isomer
up to >99% ee
+
aq. HBF4
80 ºC, 15 min
p-nitrophenol, H2O





































1-pot & 152min synthesis
50% overall yield
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第７章 クリンプロストのポットエコノミーな合成 
 光学活性クリンプロストを 7 ポット、総収率 17%で合成した。この合成はこれまで報告された中で
も短工程であり、かつ高収率である。 
 






























































































 H2O (3.0 equiv)
i-PrOH, rt, 24 h;
evaporation
TsOH·H2O (20 mol%)
Toluene, 80 ºC, 5 h



























up to 82% yield
single isomer
>99% ee

































i-PrOH, reflux, 8 h;
Ph3P=CHCO2Et
EtO2C
up to 78% yield
single isomer


















4-dimethylaminobenzoic acid (40 mol%)
 H2O (3.0 equiv)
i-PrOH, 50 ºC
up to 81% yield
single isomer












ロスタグランジン類の重要合成中間体である Corey ラクトンのワンポット・152 分合成、
緑内障治療薬として用いられているラタノプロストの 7 ポット合成、血小板凝集阻害活性
を有する医薬品候補化合物であるクリンプロストの 7 ポット合成を達成した。これらの合
成はこれまで報告されている中でもっとも用いる反応容器数が少なく、かつ収率が高いも
のである。さらに、アルキニルケトンを求核剤とするマイケル反応の開発を行い、HMG-
CoA 阻害剤の合成中間体の短工程合成を達成した。3-hexene-2,5-dione を求核剤とするこ
とで、シスヒドリンダンのワンポット合成を行った。さらに、不斉ワンポット・向山マイ
ケル/マイケル反応によって、また、不斉ドミノ・マイケル/マイケル反応によって、
bicyclo[2.2.2]octanone 骨格化合物が高い不斉収率で得られることを見出した。有機合
成化学的に重要な合成中間体が非常に高い不斉収率で得られるだけでなく、有用化合物の
短工程合成にも成功した。 
以上、本研究は有機合成化学の分野に画期的な貢献をするものであり、自立して研究活
動を行うに必要な高度の研究能力と学識を有することを示している。したがって，楳窪成
祥提出の博士論文は，博士（理学）の学位論文として合格と認める。 
 
 
 
 
 
 
 
 
